
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 21 年 5 月 31 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要：本研究の目的は、どのような側面が想起されやすいかに着目して想起内容を

分析しつつ、自伝的記憶の神経心理学的研究を進めること、事例の日常生活に密着し、実生活

上の認知活動との関連を明らかにし適切な援助方略を構築することにあった。ある健忘症事例

において手がかりの詳細さが想起内容の具体性を改善させたこと、過去の記憶の想起と将来を

イメージすることの両方に障害があることが明らかにされた。同時に、そうした事例が外界に

ある手がかりを偶然用いて想起する様子についても分析し、外界の手がかりを適材適所で配置

することが重要であり、そうした能力が未来をイメージできないことをかろうじて補償してい

る可能性があると考えられた。 
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１．研究開始当初の背景 
 記憶障害を伴う脳損傷児・者は、主に新た
な情報の獲得あるいは保持が困難であり、そ
の結果として既存の尺度では測り得ない実
生活上の困難を有している。申請者は、上記
の困難の解明を目的として、実生活上で用い
られている記憶である日常記憶(特に自伝的
記憶)を取り上げて研究をおこなってきた。そ
の結果、特定の自伝的出来事の記憶(よりエピ
ソード記憶的な記憶)と総括的な自伝的出来
事(繰り返し経験した出来事)の記憶とが乖離

する可能性があること、仮に特定の自伝的出
来事の想起が可能なことがあっても「自分が
(想起した)出来事を実際に経験した」という
主観的な意識が欠落してしまうこと等を明
らかにしてきた(Hirano & Noguchi, 1997; 
Hirano ら, 1999; Hirano ら, 2002)。一方で、
それらの障害が実生活上の困難とどのよう
に結びつくのかは明らかにできなかった。従
来の神経心理学的研究における自伝的記憶
は、主に逆行性健忘の期間を評価するための
道具として用いられてきた。発症前のことを
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厳密な実験課題で評価困難であるため、消極
的ではあったが日常記憶、特に自伝的記憶が
課題として用いられてきた。その後、想起さ
れる情報の詳細さ(specificity)が注目された。
自伝的記憶の想起の研究が本格的になされ、
自伝的記憶がいわゆるエピソード記憶と同
一ではなく、下位分類される可能性が示唆さ
れた(Hodges & McCathy, 1993; O’Coonor ら, 
1992; Hirano & Noguchi, 1997)。その後、詳
細さだけではなく、「いつ」、「どこで」等の
要素別に想起された自伝的記憶を分類する
ことの有効性が高齢者研究において主張さ
れており(Levine, 2002)、そういった手法を、
記憶障害を伴う人々の研究に応用すること
により新たな知見が得られる可能性がある。 
また、近年、過去を思い出すことと未来をイ
メージすることとの関連性が指摘されてお
り(Schacter & Addis, 2007)そうした観点に
ついても検討する必要があると考えた。加え
て、実生活上の困難との関連性の解明という
観点からは感情、自己との関連を含む想起内
容に目を向ける必要があるものと思われた。
同時に、記憶の役割を明らかにするために実
生活上の認知活動を直接分析する必要もあ
ると考えられた。例えば Luria らは、失われ
た機能と脳部位との関連を実験的に検証す
るとともに(Luria, 1976)、機能の喪失が対象
事例の生活や人生に及ぼす影響をも明らか
にしようとした(Luria, 1972)。これら二つの
方法論を併用することにより、単に記憶の役
割が明らかになるだけでなく、対象者を実生
活上で生活する個人と位置づけることでき、
課題を用いた検証だけでなく、実生活上にお
いて記憶が想起される状況、つまり他の認知
活動の中で記憶が用いられる状況を分析の
対象とし、記憶障害の及ぼす影響について明
らかにする必要があるものと考えられた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、想起内容を整理分析する
ことにより、神経心理学的研究をさらに進め
ること、対象事例の日常に密着し、実生活上
における認知活動と記憶障害との関連性を
明らかにし適切な援助方略を構築すること
の二点であった。 
 
３．研究の方法 
記憶に何らかの困難を有する脳損傷児・者

複数、及び発達障害児を対象として検討を進
めた。 
初年度は、自伝的記憶の神経心理学的研究

に重点を置いて研究を進めることとした。脳
損傷者を対象に複数の自伝的記憶課題を実
施した。その上で、対象者の想起内容の偏り
をもとに分析をおこなった。同時に、自伝的
記憶の再認課題を作成し、発症前と発症後の
成績の差異に着目して分析をおこなった。ま

た、過去の出来事の想起と未来をイメージす
る こ と と の 関 連 に つ い て 、 Klein and 
Loftus(2002)の過去未来課題を訳出の上実
施することとした。この課題は、時間と場所、
過去の出来事の想起及び未来の出来事のイ
メージ、過去の知識に関する想起及び未来の
知識に関するイメージとに分けられ、それぞ
れ 6 問、20 問、14 問の質問によって構成さ
れていた。 
また、記憶の役割について実生活上の認知

活動を分析対象とした検討もおこなった。自
伝的記憶の想起に選択的な障害のあった事
例の実生活上の認知活動を分析し、どのよう
な場面で記憶が用いられているか検討した。
その際には、環境との相互作用によって記憶
活動がどのように展開しているのか、例えば
環境からの手がかりによって無意図的に駆
動される記憶のありように注目した。 
 
４．研究成果 
初年度は、自伝的記憶の神経心理学的研究

に重点を置いて研究を進めた。脳損傷事例を
対象に Levine ら(2002)が開発した自伝的イ
ンタビュー(Autobiographical Interview)を
実施した。この課題は五つの時代区分毎に、
自由再生、一般的な手がかり、特定の手がか
りと三つの条件によって構成されている。こ
の課題を、記憶障害を伴う脳損傷事例に実施
したところ、自由再生、一般的な手がかり条
件においてはほとんど想起されないにもか
かわらず、特定の手がかり条件においては出
来事の詳細さが改善されることが明らかと
なった。つまり、手がかりがより具体的に提
示されることで想起が促される可能性があ
ることが示唆された。続いて上述の事例に対
して、発症前と発症後の情報とに分けた上で、
個人的意味(学校の名前や先生の名前など)と
自伝的出来事(運動会や遠足などの特定の出
来事)に関する再認課題を実施した。そうした
ところ、個人的意味に関しては、発症前も発
症後もチャンスレベルより有意に多く正答
した。一方、自伝的出来事に関しては、発症
前の出来事に関してはチャンスレベルより
有意に多く正答していたが、発症後の出来事
の再認の正答数に関してはチャンスレベル
の範囲内であった(表 1)。以上より、発症後
の情報の獲得に関して、自伝的出来事と個人
的意味の両方が同程度障害されるとは限ら
ず、自伝的出来事の方がより重篤に障害され
る可能性があること、個人的意味に関しては
発症後もある程度獲得できる可能性がある
ことが考えられた。 

また、次年度からの、実生活上の認知活動
を分析対象としてどのような場面で記憶が
用いられているかという視点で記憶困難を
観察することを念頭に置き、マイケル・コー
ル(カリフォルニア大学サンディエゴ校)の文 



 

 

 
表 1. ある海馬性健忘症事例における 

自伝的記憶再認課題の成績 

  

チェンスレベ

ルを有意に上

回ったもの 

チャンスレベ

ルの範囲内 

個人的意味

(発症後) 
○   

個人的意味

(発症前) 
○   

自伝的出来事

(発症前) 
○   

自伝的出来事

(発症後) 
  ○ 

 
 
化・文脈理論を取り上げ、特に学習障害児を
対象とした実生活上の認知活動を直接分析
した研究を複数訳出の上、今後の課題につい
て考察をおこなった。上記の研究において対
象とされていたのはある学習障害児であっ
たが、放課後教室での様子からは全くそうで
あるとは気づかなかった。さらに分析を進め
たところいくつかの読み書き困難の特徴が
見いだされたが、一方で放課後教室でのレシ
ピを読みながらの料理作りをおこなうこと
が可能であった。実際には、読みができない
時に他者の力を借りて解決しようとするな
ど、「環境をアレンジする力」に着目するこ
との重要性が明らかとなった。つまり、本研
究の対象者のように、障害があり自らの内的
な記憶、知識を用いて問題解決に至らなくと
も、他者や周囲の環境からの情報を用いて解
決すること、そうした視点に基づいた分析が
必要であると考えられた。 
二年目は、自伝的記憶の神経心理学的な分

析をさらにすすめること、実生活上の認知活
動を分析対象として捉え、どのような場面で
記憶が用いられているか分析することにあ
った。自伝的記憶の神経心理学的な検討をさ
らにすすめるにあたって、未来をイメージす
ることと過去の自伝的記憶の想起との関連
に主眼をおいて分析を進めた。文献を渉猟し
たところ、記憶障害を伴う脳損傷者のうち、
上記の両方に問題があるタイプと過去の自
伝的記憶の想起には問題があるが、未来をイ
メージすることには問題がみられないタイ
プとが存在することが分かった。そこで、こ
のような差異が生じる理由について記憶障
害を伴う脳損傷事例を対象に Kleinら(2002)
の過去未来課題を用いて分析した。その結果、

Klein らの事例と同じく、過去の記憶の想起
だけではなく、将来をイメージすることにも
問題が生じていることが明らかにされた(図
1)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一方、実生活上における記憶活動の分析に

おいては、事例は新たに情報を獲得すること
に重篤な困難を抱えていたが、希に出来事を
想起可能な場面も存在した。そうした際の特
徴として、「思い出すべきことが頭に勝手に
浮かんでくる」状態があった。つまり、不随
意的な記憶(involuntary memory)の性格を有
していた。加えて、過去の記憶の想起だけで
はなく、未来をイメージする際にも同様の現
象が起こっていた。こうした実生活上におけ
る観察の結果と併せると、Schacter and 
Addis(2007)が述べているように、上記の両
者が同じ脳部位と関連している可能性と、過
去の記憶の喪失が将来の自分をイメージす
ることと副次的に関係している可能性とが
考えられた。特に後者の可能性に関しては、
僅かながらにも未来のイメージを抱ける場
合がありそうした時の特徴として、自分の過
去においてルーチン化された出来事を記憶
として留めており、未来をイメージする際に
それらを用いていた様子が散見された。同時
に、実生活上においては過去においてルーチ
ン化された出来事の情報を基に実際にプラ
ンをたて行動している様子も散見された。 
 次年度(最終年度)は、以上で述べた点につ
いてさらに検討を進め、同時に支援方略の是
非についても考察することとした。また、成
果発表(国際学会、査読付き雑誌)を積極的に
おこなうこととした。具体的には、ここまで

現在

図1 ある健忘症事例における過去の記憶の

想起と未来のイメージとの関係
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明らかにされた、記憶障害を伴う脳損傷事例
において過去を思い出すことと未来をイメ
ージすることの両方に障害が見られること
について、さらに分析を進めた上で文献等に
よる裏付けをおこなった。加えて、そうした
事例が外界にある手がかりを偶然用いて想
起する様子についても分析し、そうした不随
意的な記憶の存在が事例の生活上の負担を
軽減している可能性があること、外界の手が
かりを適材適所で配置することが重要であ
ること、そうした能力がかろうじて過去の記
憶の想起や未来をイメージできないことを
補償している可能性について議論し、
International Congress of Psychology(2008
年 7 月、ドイツ・ベルリン)にて発表をおこな
った(発表の内容に基づいて学術雑誌に投稿
すべく準備を進めているところである)。同時
に、発達障害児、とりわけ複数の高機能自閉
症児及びアスペルガー障害児の過去の記憶
の想起に着目したところ、こうした子どもた
ちの想起内容に偏りが見られ、自己に関する
部分が欠落する可能性があるように思われ
た。この点については、実践を通じた予備的
な観察に止まってしまったため、今後さらに
本格的に検討を進める必要があると考えら
れた。  
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